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2007 年  06 月  01 日  

熊野の旅 熊野市 夏のイベント  

 『なつはきぬ』・・・・と聞いて、童謡を思い出すのは結構年を食っている人… 
そして、カネボウのコマーシャルを思い出すのも少々年を食った人かもしれません。 

 しかし、今日から衣替え、夏です。 
 最近は衣替えもばらばらでいっせいに町中が夏模様になるという感じでもないで

すね。 

 
 今日、新聞折込で入ってきたミニコミ紙？広告紙？にこの辺の夏のイベントが載っ

ていました。一つを除いて夏のイベントです。 
 まずは、夏らしからぬイベントを… 

 
 6 月 10 日 熊野市ラグビーフェスティバル 熊野市山崎運動公園多目的グランド 
   10 時～ 問い合わせ 熊野市観光スポーツ交流課 0597-89-4111㈹ 
  うーーん、出場者にはいささか気の毒な時期のイベントですね。 

 
 他は夏らしく・・・ 
 6 月 1 日本日～9 月 30 日 瀞流荘 鮎釣りダービー 熊野市紀和町 瀞流荘 
   問い合わせ 0597-7-1180 

 
 6 月 16・17 日 くまのベースボールフェスタ くまのスタジアム 
   有名校（大阪桐蔭と愛工大名電）と地元木本高校・紀南高校・近大高専との交

流戦 

 
 6 月 30 日 シーサイドフェスタ 熊野市磯崎町井内浦農村公園 
  15 時 30 分～ 問い合わせ 熊野市観光スポーツ交流課 0597-89-4111㈹ 

 
 7 月 1 日 新鹿海岸海開き 
   問い合わせ 熊野市役所新鹿出張所 0597-86-0004 

 
 これだけが熊野市関連で載っているのですが、大泊の海開きが載っていませんね。 
 これも 
 7 月 1 日 大泊海水浴場海開き 
  問合せ先 ？？？ 役所の観光スポーツ交流課で分かると思います。 

 
 気が向いて、この夏にこちらにおいでになるときは、こんなイベントをやっていま

すから覗いて見てください。 
 ちょいと、田舎らしく『フェスタ』とか横文字が多めですが・・・ 
 民宿も有馬、木本、大泊、磯崎、新鹿、遊木などには在ります。これは熊野市の観

光協会に問い合わせれば分かると思います。電話は 0597-89-0100 だそうです。 
 志摩の賢島や和具のような気の利いた大層な料理は期待できないとは思いますが



… 
 もし、予約なさるなら、何かそのときに食べられそうな熊野の料理を頼まれても良

いと思います。何も無ければせめて丸干しでも・・・ 

 

Tags:熊野市 熊野の味 モノクロ  大泊海水浴場   by je2luz | 2007-06-01 11:29 

 

 

 

 

2007 年  06 月  02 日  

熊野の旅 夏・熊野路の行事  

 事のついでに、この周辺の夏の行事もあげておきます。 

 
 ６月１４日 木 那智大社 紫陽花祭  
    問い合わせ 熊野那智大社 0735-55-0321 

 
 ６月１５日 金 妙法山阿弥陀寺 青葉祭 
    午前９時～  弘法大師の誕生法要 
    問い合わせ 妙法山阿弥陀寺 0735-55-0053 

 
 ６月３０日 土 夏越の祓（はらえ） 
    熊野三山ほか 半年の間にたまった心身の穢れや罪を茅の輪をくぐって払

う行事 

 
 ６月２９日 金 田原海水浴場・橋杭海水浴場海開き 
    問い合わせ 田原海水浴場 古座観光協会 0735-72-0645 
            橋杭海水浴場 串本町観光協会 0735-62-3171 

 



 ７月 １日 土 島尻海水浴場海開き 
    問い合わせ 太地町産業建設課 0735-59-2335 

 
 このように梅雨の時期にも色々な行事があるようです。 
 梅雨明けともなると、各地でお稲荷さんだ弁天さんだお地蔵さんだと色んな小さな

夏祭りが行われます。町内のビアガーデンなどというものまでありますから、梅雨明

けからお盆にかけては子供たちも夜店を回るのに大忙しになります。 
 昔からあるものに加えて、二十年ほど前からは官主導とか補助金投入とかの新しい

『イベント』も増える一方です。 
 汗を流してくれる人はご苦労さんなのですが、どこが『町おこし』なのか、『若者

呼び戻し』なのか私には良く分かりません。 
 全国津々浦々、金太郎飴的にこんな『イベント』をやっていますから、たまたま通

りかかった旅行客が見物するくらいで… 
 そうです、熊野市で客を呼び続けているのは『熊野大花火大会』だけです。 
 これとて、三千万円+人件費+隠れ経費を加えると大変な行事なのです。 
 花火大会も、私が子供の頃にはまともにやるところは限られていたのですが、今や

国中、花火大会だらけですね。 
 それでも、音と迫力はどこにも負けません。 
 これは 
   ８月１７日 金 熊野市木本町海岸にて 午後７時～ 
     問い合わせ 熊野市役所観光スポーツ交流課 0597-89-4111 代 
 今の時期からですと、市内での宿泊は取れないと思います。 
 来年の予約ならできるところもあるでしょうね。 

 

Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ         by je2luz | 2007-06-02 10:46  



2007 年  06 月  03 日  

熊野の旅 田毎の月 丸山千枚田  

 早いものでもう六月です。 
 昔なら田植えの最中ということですが、今ではもう山間部の田植えも終わって稲が

生長を始める時期です。 
 田毎の月（たごとのつき）などという名所も在りますが、田に水が入り、田植えか

ら稲が生長はじめるまでの少しの時期、それも月夜の晩にだけ見られる風景です。 
 田毎といっても、一箇所に立って眺める田圃何枚にも月が写るというものではない

でしょう。田圃の水はどれも水平ですからね。 
 歩けば必ず月はついて回って次々と田圃に写って見えます。 
 田圃の真ん中で育ったのですが、子供の頃には水面に映る月を風情あるものなどと

眺めたことはないですね。 
 明るい月夜は１週間程度、月が映るような条件の田圃は空っぽの田圃を含めても二

ヶ月ほど…つまり、年に二週間程度の景色でしょうか。 
 １０日が満月、次の週末辺りに紀和町千枚田に行けば、こうした風情が見られると

思います。おそらく、まだ、少し水面が開いているのではないかと思います。来月は

間違いなく田圃の水面は稲の葉に隠されているでしょうね。 
 しかし、来週になれば間違いなく梅雨に入っているでしょう。でも、運の良い人な

らめぐり合えるかも知れません。 
 千枚田周辺にマムシが居るのかどうか知りません。居てもおかしくはない地方なの

ですがね。 
 熊野古道でも同じです。水のある場所ではやたらと草むらを歩き回らないことです。

ことに、ビーチサンダルのようなものでは、危険ですね。 
 そういう私は「ベトコン」並みに普段はゴムぞうりで歩き回ります。それでも、カ

メラを持ってそんなところに近づく時はちゃんと靴を履きます。 
 ？？？『ベトコン』なんて言葉はもう忘れられているのでしょうね。『ベトコンサ

ンダル』なんて言葉もあったのですが… 
 『田毎の月』の風情の次に千枚田が映えるのはやはり『実りの秋』でしょうね。時

期的には８月末から９月はじめでしょうか・・・ 

 
Tags:熊野古道 紀和町 千枚田       by je2luz | 2007-06-03 12:10 



2007 年  06 月  04 日  

熊野の旅 今年のサラタケは・・・  

 熊野の初夏の味覚では『サラタケ』抜きでは語れません。 
 『サラタケ』は『するめイカ』の小さなもので、名前に由来は、『皿丈』です。 
 皿といっても銘々皿から西洋皿、盛り皿までさまざまな大きさがありますが、昔良

く使われた五寸くらいの『小皿』のことです。つまり、15ｃｍほどの皿に納まる大き

さのするめイカの子供のことなのです。 
 この大きさのイカでは『赤イカ』などが良く出回りますが、同じような大きさで同

じイカでも味が全く違うのです。 
 歯ごたえは『サラタケ』の方がプリプリしているし。なんといっても「ワタの味」

つまり『イカ墨』の味』が違います。 

 
 これが今年の『サラタケ』です。 皿の大きさは 16ｃｍです。 
 今年の『サラタケ』は捕れはじめから少し大きいので買わずに来ましたが、そろそ

ろシーズンも終わりに近づいたので、「一度くらいは食べないと…」と、買って来ま

した。 
 写真の中で一杯（一匹）が少し大きくて皿をはみ出すものです。 
 この大きさまで行くと『サラタケ』としては味が落ちます。下の位がいいのです。 
 食べ方は、 
 さっと塩茹でして酢味噌で食べる 
 少し濃い目の塩茹でにしてそのまま食べる 
 しょうゆでさっと煮て食べる 
 などです。 
 このときに、絶対に足を引っこ抜いたり、ワタを抜いたりしてはいけません、ざっ

と洗ってそのまま茹でます。 
 『サラタケ』は『スミ』を楽しむようなものです。ワタを食べられない人でも、食

べる時に抜いてください。ワタを抜いて調理するのなら、こんな小さな物より、大き

なするめイカのほうがおいしいでしょう。 
 そろそろ、シーズンも終わりです。こればっかりは冷凍物というわけには行きませ

ん、捕れ捕れの物をその日のうちに食べないといけません。 
 店先に並びさえすれば簡単に調理できるものですから、熊野古道歩きに来て、熊野



で宿泊された時はリクエストしてみてください。五月から六月の時期だけの味覚です。 

  
Tags:熊野市 熊野の味 熊野古道       by je2luz | 2007-06-04 10:36 

 

 

 

 

2007 年  06 月  05 日  

熊野の旅 端午の節句  

 この辺りの年中行事は月遅れのものが結構あります。 
 元々は日本の行事は旧暦で行われていましたから、行事と季節の整合はいまの太陽

暦ではすこしずれが大きくなります。 
 元旦にしても、春の始まりというには新暦１月１日ではまだその先触れさえないで

すね。 
 節句の類もこれこそ季節のものですからずれが大きいですね。 
 三月の『桃の節句』でも早すぎますね。 
 ただ、今はそれに合わせて温室で桃を咲かせますからなんとなく合ってしまってい

ますが… 
 五月五日はこどもの日で、これは全国一緒です。しかし、『端午の節句』はこの辺

では月遅れですね。 
 端午の節句には『菖蒲の葉』『蓬』『薄』を束ねて屋根の放り上げて、厄除けと健康

を祈願する風習が残っています。やる人はどんどん減っては居ますがね。 
 それと、今では家で造る人もほとんど居なくなってしまいましたが、『チマキ』と

『おさすり』を作ります。 
 この辺の『チマキ』は団子を笹の葉や葦の葉で巻いて蒸した、おいしくないもので

す。 
 『おさすり』はよそでは『柏餅』にあたるものです。中身は全く同じ、もしくは蓬

を練りこんだ生地にあんこを入れて蒸し揚げます。 
 なぜ『柏餅』でないのか…『柏の木』はこの辺で見かけないのも確かですが、私は

良く知りません。 
 柏の葉っぱの代わりに使うのが『おさすりの葉』です。いや、『おさすり』に使う

のでそれがそう呼ばれるようになったのだと思います。丸いハート型をした艶々した

『いばらの葉っぱ』です。 
 蒸しあげても色は茶色になりますが、味やにおいが移る事のない葉っぱです。 
 昔、『チマキ』は男の象徴、『おさすり』は女の象徴・・・だと聞かされました。 
 たしかに、「おさすり」の中のあんこの入った団子生地は丸めないで厚めの生地を

二つ折りにして葉っぱも二つ折りにしてはさんでありますから…それに名前の方も

… 
 はたして、真意の方はどうなのでしょう。日本の古い風習はわりとおおらかという

か、そんなものが多いですからね。 
 『端午の節句』は月遅れですが、『七里御浜の鯉のぼり』は５月のゴールデンウイ



ークに揚げられています。一般家庭でも鯉のぼりを６月まで上げている家はほとんど

なくなりました。 
 いや…今では鯉のぼりを揚げる家、子供の居る家自体がほとんど無くなったと言っ

たほうが良いのかも知れません。 

 
カメラは フォクトレンダー・ビトーII 
Tags:熊野市 熊野の味 クラシックカメラ        by je2luz | 2007-06-05 10:43 

 

 

2007 年  06 月  06 日  

熊野の旅 広報くまの 今月も憂鬱な数字が・・・  

 ４月１１日から 5 月 10 日まで・・・ 
 お誕生 ＝ 6    おくやみ ＝ 21 
 熊野市報の発表した数字です。暑苦しい時期の仕込みですから少ない？？？ 
 せめてもの救いは、21 名のなかで若死にの人が二人しか居ないことでしょうか・・・ 
 本当、こんなところに救いを見出さないと・・・ 
 ただ、人口動態は 
   人口 21295 （+122） 
    男   9921 （+110） 
    女  11374 （+12） 
  世帯数 10262 （+125） 



 だそうです。 
 これは近大高専の生徒さんが三月に転出し、四月に新しい人が転入したのも大きい

のではないでしょうか？新しい会社が出来たでもなし、役所の採用が増えたわけでも

なし・・・ 
 こんな人口で、老齢者の比率は 30％を当然超えていますから、まともな年齢の人

口は一万人強でしょうね。 
 その割りにイベントはたくさんあります。 
 旧来のお祭り以外は全部『町おこし』という言い訳が付いています。 
 市報にはその写真が毎月のように掲載されますが、写っているのは、どこかで見た

ことのある顔ばかり・・・ 
 地元の体力を消耗し、お金も消耗し、それのどこが町おこしなのか不思議ですね。 
 これは、何も熊野市だけのことではありませんね。日本中、田舎に行けばやってま

すね。 
 よそから来てるのは、テレビの取材カメラくらいなんてのがね。 
 どうして、『市民、町民の娯楽、福利厚生のため』と、言えないのでしょうね。 
 これも、全国共通のことです。誰も疑問に思わず、本当に町おこしだと思っている

のでしょうか？皮肉れている私がおかしいのでしょうか？ 

 

  Tags:熊野市 クラシックカメラ モノクロ   by je2luz | 2007-06-06 11:05 |  



2007 年  06 月  07 日  

熊野の旅 熊野の味 ナマス  

 「あつものに懲りてなますを吹く」と言うことわざがあるようですが、この「なま

す」がこの辺の「ナマス」と同じかどうか分かりません。 
 この辺りでは、何があってもお膳には『ナマス』が付いていました。今でも、法事

の折詰めなどでは、小さなカップに入った『ナマス』が入っていることがあります。 
 『大根ナマス』『キュウリナマス』…季節によって違いますが、この酢の物がつき

物でしたね。 
 葬式、法事、結婚式…はては選挙まで、人が集まる時にはお膳を作りました。当然

のように白い割烹着を着た近所のおばさんが集まってきて、何もかも手作りでした。 
 そんな時には、どっさりのナマスが必要だったのです。 
 今の業者さんの折りに入ってくる『ナマス』はやたら甘い物が多いですが、昔の田

舎のおばさんが作るのはもっと酸っぱかったですね。 
 この辺の『ナマス』は精進料理にしなくてはならないとき以外は、『しび』か『生

節』が入っていました。 
 今でこそ売り場では『まぐろ』と書いてありますが、元々この辺では『しび』と呼

んでいました。 
 人が集まった時につき物なのが『しびの刺身』でした。 
 今のように上品なさおで買うのではなく、皮まで付いた塊…『ブロック』で買った

のです。今でも、ここのスーパーではこのブロックも出てきます。 
 こんな形で買うと、刺身に向く良い所の他に皮のそばの筋っぽいところも当然あり

ます。 
 この部分の少しましなところが『ナマス』の具になり、その下が『炊き飯』の具に

なったのです。 
 さしずめ、今からのシーズンだと『キュウリナマス』ですね。 
 半白キュウリを大きく育てて・・・女の人の腕くらいのやつの種を取ったものを使

いました。ここまで大きくすると食感は『瓜』のようですね。それを揉んで『しび』

のさいころにきったのを混ぜて、酢で合えたのです。 
 私はこの半白キュウリをずっと作っていますが、葉っぱの影で大きくなりすぎた、

少し黄色くなったのを自転車の籠に入れて街を走ると、懐かしがってもらってくれる

お年寄りが居ます。 
 『こんなんほうが、キュウリもみにはええんさー』と言って… 
 近年では人が寄る時には仕出し弁当や折り詰めが出されるようになってきて、こう

した田舎のおばちゃんが『ナマス』も作ることがなくなってきています。 
 いや…昭和が遠くなると、だんだん、田舎のおばちゃんが居なくなって、街の嫁さ

んが増えているのかも… 



 

Tags:熊野市 熊野の味 昭和          by je2luz | 2007-06-07 11:20 

 

 

 

 

 

 

 

2007 年  06 月  08 日  

熊野の旅 出不精では・・・  

 先月一杯はまるで動く気がしなくてカメラを握りませんでした。 
 ここへ来てようやくその気になってきたのですが、もうすぐ梅雨です。今でもお昼

ごろになると見通しが悪くなる日が多くなっています。 
 風景写真は異常乾燥気味のほうが助かるものです。 
 こうなってくると、近い距離のものを撮るしかないですね。 
 どこを向いても、そこそこきれいな景色のある熊野ですが、さて、切り取るとなる

と、意外と古いものはありません。 
 花の窟のごときは、日本最古を売り物にするだけあって、まさに、建造物とかは何

もありません。狭い境内と大きな岩山…数枚の写真で終わってしまいます。 
 人の集まる行事を撮りに出るのはどうも気が進みませんし… 
 ４月に上京したときにフィルムはちゃんと買い込んできたのですがね。 
 写真が無いので、ネタが浮かばない。ネタが無いので写真が撮れない…鶏と卵みた

いなものです。 
 今日も曇ってきました。スッキリしませんね。 
 そんな具合で困っています。 



 
Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ  松本峠赤外写真 by je2luz | 2007-06-08 10:43 

 

 

 

2007 年  06 月  09 日  

熊野の旅 順路が長い？  

 熊野古道歩きの人は基本的にハイカーのスタイルですね。 
 非常に軽装で、服装はハイカーでも携帯物はまるでなし…これも、町場に近い本当

に短い古道の『松本峠』や『大吹峠』を歩く人がそのまま山を下って木本の町に入っ

てくるからでしょう。 
 もっとも、今では飲料水も本格的な山登りとか以外は『水筒』などでは持って歩か

ないようですから。こんなすぐそばが市街地なら、自動販売機でよく冷えた飲み物が

買えるので当たり前でしょう。その分装備も少なくて済みますしね。 
 『松本峠』から木本町内を抜け『獅子岩』・『花の窟』まで歩くコースが、ここにこ

られる方の標準コースのようです。 
 ガイドマップなどでは花の窟から山手に 1Km ほど入った『産田神社』も入ってい

るのですが、こちらに向かう人はうんと減りますね。 
 この辺のこうした順路には事実上、公共交通機関などというものは走っていません。

自分で進んでしまったら、その分自分で歩いて帰りなさい…ということです。 



 せめて、循環コースになっていれば良いのですが。地形上、獅子岩と花の窟のとこ

ろは往復通らないとどうしようもないのです。 
 それに、時々触れますように、ここら辺は、日本最古の神社とか、古代信仰の対象

物があるだけで、他に町並みが宿場町の様相を呈しているでもなし、民家が飛騨や信

州のように日本人の郷愁をそそる形でもないし…お遍路道や大和路のように道端に

お地蔵さんや野仏が点在するでもなし…平地に降りてしまうと、確かに歩いて楽しい

物でもないですね。 
 我が家の辺りを歩く人は、いかにも日本人らしく、急ぎ足でわき目も降らずに歩く

人が半数くらい居ます。 
 そんな状況からなのででしょうね。松本峠の撮影でも観光客に会うことは少ないで

すが、『産田神社』となると、地元の人以外にはほとんど会いませんね。 
 ここも、大きな社があるでもなし、『火の神』を生んだ場所と言い伝えられるだけ

ですから、神話の好きな人以外は、わざわざ足を伸ばすほどのことが無いのかもしれ

ませんね。 
 一昨日にもひょんなことで手元に回ってきたレンズテストで『産田さん』の狛犬を

撮りに要ってきましたが、会ったのは地元の人だけでしたね。 

 

 カメラはセンチュリー・グラフィック+フジナーW150ｍｍ 
Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ   産田神社・狛犬  by je2luz | 2007-06-09 10:07 | 

 

 

 

2007 年  06 月  11 日  

熊野の旅 夜景 木本町 100＄ ？？  

 世の中には『１００万ドルの夜景』と言われるものがあります。 
 代表格は香港の夜景でしょうか… 



 下の夜景は、熊野古道『松本峠』の杉林の切れたところから『木本町』と『浜街道』

を眺めた夜景です。 
 左側にうねって遠くまで続くのが国道４２号線です。長時間露光をすると光の帯に

なる程度には車も走っています。 
 真ん中辺の短いのは木本町本町通りの明かりです。この道が『石畳』になろうとし

ている道です。人通りも車の通りも少ないですがきちんと街灯が立っているので明る

く光の帯になります。 
 左側の黒い部分は太平洋です。右の方の黒い部分、光が少し点在するのが木本町ほ

ぼ全域と井戸町の一部です。 
 国道沿いで遠くで少し明るいのは御浜町阿田和です。 
 香港が１００万ドルなら１００ドル？？の夜景？？ 

 

 この松本峠の真下の旧国道４２号線『木本隋道』を抜けたところからも木本の町の

夜景が少し見えます。 
 昭和３０年代前半の私がまだ山間部で居た子供の頃に、夕方のバスで木本に下りて

くると、この夜景が見えました。 
 その頃には本町と記念通りには蛍光灯の街灯が付いていました。今考えれば暗いも

のなのですが、防犯等などというものが一切無いところから来るとものすごく明るく

見えました。それに、夜になると雨戸を閉めまわしてしまう田舎と違い、町では家の

明かりが外に漏れていましたから余計に明るく思えました。 
 本ではサンフランシスコの夜景だとか香港の夜景の写真は見ましたが、白黒で実感

の湧かないものでした。だから、木本の夜景が「１００万ドル」とまで行かなくても

「一万ドル」くらいには感じられました。 
 しかし、明るくなったのは街灯だけで、商店や民家から漏れる明かりは当時よりは

るかに減ってしまいましたね。 
 わざわざ見に行くほどの夜景ではありませんが、冬場に松本峠で日が暮れたら、遭

遇することもあるかもしれません。まあ、そんなことにならないほうが良いとは思い



ますがね。 
カメラは コダック・メダリスト II・エクター100ｍｍ 
Tags:熊野古道 国道４２号 夜景           by je2luz | 2007-06-11 09:37 

 

 

 

 

2007 年  06 月  12 日  

熊野の旅 渇水 緑橋 水門  

 昔『小河内』。今『早明浦』…渇水になると名前の出てくるダムの名前です。 
 すでに、四国の『早明浦ダム』は取水制限だとか… 
 この辺も水は少ないです。 
 おととい、先おとといと、夕立のような雨が降ったので畑の作物は一息つきました

が、水田の水はやっとこさの様です。 
 貯水力が落ちたとは言え、紀州の山は緑の山なので、沢の水が切れるまでは行って

いません。 
 入梅も遅れ気味のようですし、これで空梅雨だったら大変なことになるでしょうね。 
 日本には梅雨があり、それによって水田農業が成り立ち、夏の日照りの時期の飲料

水も確保できるのですが、一般人にはこの大切な『梅雨』も厄介者扱いされがちです

ね。 
 治水、用水の進歩は著しいですが、水の消費量も昔とは比べ物にならないようにな

っています。 
 日本も、歴史上何度も日照りによる飢饉を経験しています。それが起きない保障は

ありませんね。梅雨にはしっかり、日本中に降っておいて欲しいものです。  

 
 久しぶりに南牟婁郡の市木川河口の堰の写真を撮りに出かけました。 
 渇水で水位が下がっているので、潮の逆流を防ぐために、扉は細く閉じられていま



した。 
 この石積みのきれいな堰は人力の時代に、延べ２万数千人の人手で作られたもので

す。 
 上を走っていた道路、国道４２号線は付け替えられて今は廃道ですが、堰の方はず

っと現役です。扉は補修で取り替えられていますが、堰は昔ながらに人力で動かされ

ています。 
 こんな文化財的な建造物を大切に守っていって欲しいものです。 
 カメラは クラウン・グラフィック + エクター１２７mm 
Tags:モノクロ クラシックカメラ 南牟婁郡        by je2luz | 2007-06-12 08:56 

 

 

 

 

2007 年  06 月  13 日  

熊野の旅 しじみ 市木川河口  

 川があり海がある場所、河口のある場所と言うものは、干潟があり『アサリ』など

の貝がとれ、河口に汽水湖があれば『シジミ』が捕れると相場の決まったものです。 
 ところが、この紀伊半島の南の方では海が荒すぎるので河口には『干潟』は出来ま

せん。ここより北のリアス式海岸の湾の奥に流れ込む川の河口には小さな干潟があり

ますが、外洋に面する所では泥が堆積すると言うような悠長なものは出来ないのです

ね。 
 熊野川のような水量の多い大河は別格ですが、おおよそ小さな川というものは満潮

になると潮が逆流して川の水位が上がる物です。 
 ところが、七里御浜に流れ込んでくる小さな川は、高潮の時しかそんな現象が見ら

れません。 
 減少したとは言え、膨大な量の砂利によって普段は河口はきちんと開いていないか

らです。それに、砂利を押し出してしまうほどの川が無いからでもあります。 
 井戸川、志原川、市木川、阿田和川と２０ｋｍの間に４本の川が海に流れ込みます

が全部同じようなものです。 
 国道４２号線を走ると、すぐ背後には紀伊山地の山並みが延々と続くので、当然そ

の水を集めた川があっても良いのですがね。奈良まで続く山並みですが、この五本の

川に流れてくる水は、国道から見えている山並みのこちら側を向いている、一並びの

山に降った雨の分だけなのです。 
 その裏側の斜面から奥に降った雨の水は硬い岩盤にさえぎられ、海に出る場所を探

して延々と山の裏側を走り、熊野川となって新宮・鵜殿の間でようやく出てくるので

す。 
 小さな五つの川は河口が詰まり、背後に沼地を作ります。そこには高潮の時には潮

が逆流して来ますから、せっかくの平地も水田として活用できません。 
 それを防ぐのに堰が作られたのです。 
 そして、その堰と海の間に出来た小さな沼地のような部分だけに『シジミ』が生息

します。 



 かつては『井戸川』河口の旧・亀齢橋のところにも生息していたのですが、防潮用

の排水トンネル『カルバート』が出来てから居なくなったようです。 
 今でも、『シジミとり』をしている人を見かけるのは、市木川の河口だけになりま

した。業として成り立つほど取れるような面積も無いですからここのシジミを食べた

ことは無いです。 
 シジミと言うやつは、汚れたような河口の泥の中に生息するので、取れる場所を見

ると食べたくなくなるものですね。しかし、その、泥ゆえにおいしいのでしょうね。 

 
 カメラは クラウン・グラフィック + シュナイダー・ジンマー２１０mm 
Tags:国道４２号線 クラシックカメラ モノクロ     by je2luz | 2007-06-13 09:00  

 

 

 

 

2007 年  06 月  14 日  

熊野の旅 潮干狩り・貝とり  

 夏になり潮干狩りのシーズンも終わりと言うことですが・・・ 

 
 私たち熊野市の人間にとって、普通に言う潮干狩りは、車社会になりよその海に自

由に行けるようになった頃からの話です。 
 砂を掘る熊手のようなものをもって…なんてのは絵本の中の話でした。 
 昨日書いたように、この辺りの浜には貝が居ません。 
 七里御浜は外洋に面した砂利浜で潮が引いたときの海岸線と満潮の海岸線は波の

打ち寄せる場所の違いでしか分かりません。深いところの知りませんが、波打ち際に

は貝など居ませんね。 
 砂浜も大泊と新鹿の両海水浴場にあります。 



 非常にきれいな砂浜です。 
 湾の中なので、少し波は静かです。潮の満ち干も七里御浜よりははっきり分かりま

す。 海水浴場的に言えば、背の届く場所は 10 メートル以上はあります。しかし、

潮干狩り的に言うと干潟は形成されていません。それに、砂が細かくきれい過ぎるよ

うです。つまり、潮干狩り場所ではないのです。それだから、貝殻で足を切る心配の

無い良い海水浴場なのです。 

 
 子供の頃。春の遠足には『潮干狩り』では無く『貝とり』に行くこともありました。 
 獲る物は、『嫁皿貝』や『巻き貝の類』でした。深いところに居るサザエ、アワビ

などには手が届きませんから、小さな貝を獲って帰るのです。 
 道具は鉄の棒の先を焼いて叩いて平らにしたドライバーの親分のようなヘラです。

小学生でも高学年になると、海への遠足が決まると自分で作ったものです。 
 『貝とり』の場所は、『磯』です。 
 潮が引いても落ちれば水の中と言う、結構危ない磯しかないのですが、昔はそんな

ことは言いませんでした。 
 だいたい、田舎の子は毎日、危ないところで遊んでいましたからね。 
 しかし、岩の中を覗くと…大きな『うつぼ』なんてのがぱくぱくしていると、山の

子供の私たちはすぐに逃げ出しましたね。 
 もって帰った貝はどうするって？もちろん、ゆでて食べました。 
 その後には、その貝殻を使って『貝うち』をして遊ぶのです。 
 そうですね・・・ルールは『面子』と同じです。相手のをひっくり返したら自分の

ものになるのです。当然、ほら貝の小さなのとか、巻貝は弱いですよね。岩に張り付

いているのをはがしてきた「よめさら」などは強いです。 
 袋に一杯貝殻を入れ…貝殻の貴重な山の子どもしかやらないような気もしますが

… 

 
 大泊海水浴場の海開きは ７月１日 です。海開きしなくても泳げますが… 

 
Tags:熊野市 熊野の味 クラシックカメラ       by je2luz | 2007-06-14 10:1 

 

 

 

 

2007 年  06 月  15 日  

熊野の旅 庭木 石榴  

 日本の庭は狭いと言うこともあり、武蔵野の古い民家や雪国の風除けの木立のよう

な巨木はあまり植えられません。 
 でも、大きくても小さくても『お庭』の様相を呈しています。 
 日本列島は南北に非常に長いので、当然のように自然に自生する草木も違いがあり

ます。そして、人為的に植えられる庭の草木も違いが出てきます。 
 こうした自然気候の違いだけでなく、その土地その土地の風習や因習によって植え

られるものが違ったりします。 



 私は余りそっち向きにはこだわりもないし関心も無いのですが、我が家の庭に植え

てあるもので、随分よそと違うなあと思ったものがあります。 
 白黒写真で紹介するのも変な話ですが、今日の一枚は、『花ざくろ』です。 
 普通の『石榴』と違い、八重咲で花はきれいですが、実を結ぶことはまれです。 
 この『石榴』は中近東から西洋にかけては『多産』の象徴として縁起の良いものだ

そうです。 
 日本でも薬として使われたりしたようです。そのためか、古くはそうした知識の独

擅場であったお寺の庭に植えられることが多かったようです。 
 『お寺』＝『縁起が悪い』なんて考えが民衆の中に根付いたのがいつごろなのか知

りませんが、この辺ではお寺に植えられるののは『縁起が悪い』と言うお年寄りが居

ました。 
 その関係でしょうか、この辺りの庭には『石榴』はほとんど植えられていません。 
 それに引き換え、お寺の本場、奈良市の旧市街とかを歩くと普通の家にもやたら『石

榴』が植えられています。初夏の今頃は生垣越しに橙色（だいだいいろ）の花が一杯

見えています。これは一寸した風習・因習の違いでしょうね。 
 他には『百日紅』（さるすべり）『椿』などもその口だったようです。 
 ただ、近年になるとそんなことより美しい花が優先されるし、そんな土地の因習的

なものは『ガーデニング』なる雑誌やテレビや種苗業者さんのカタログで消されて行

きましたから、色んなものが植えられていますね。 

 

カメラは クラウン・グラフィック + コダック・エクター127ｍｍ 
Tags:熊野市 モノクロ クラシックカメラ      by je2luz | 2007-06-15 10:18  

 

 

2007 年  06 月  16 日  

熊野の旅 熊野の初夏の味 チシャ菜のすし  

 カツオだとかはほぼ全国統一の初夏の味とされてきましたね。 
 今はどこでも季節感がなくなってしまっていますが、私が子供の頃には、まだ冷蔵



庫も普及しておらず、その時採れるものが食卓に上るのが当たり前でした。まして一

寸した野菜まで四国、九州はては海外からこんな田舎まで来るなんてありませんでし

た。 
 その頃に私が食べた初夏の味と言うと・・・ 
 『新ジャガのゆでたの』、『茗荷の味噌汁』などですね。山間部では夏野菜は梅雨明

けからでしたからね。 
 このほかに、『チシャ菜』が良く出ました。 
 今は『サンチェ』なんて韓国流の名前で売られていますね。葉っぱの縮みも昔の品

種より多いようです。 
 この『チシャ菜』の食べ方ですが、『サラダ』なんてものが無かったし、『マヨネー

ズ』なんて庶民の食べるものではない時代ですから、サラダではありません。 
 魚を見れば寿司にして、高菜の漬物でも寿司にしちゃう土地柄ですから、今で言う

『手巻き寿司』のようにして食べるのです。 
 きれいに洗ってザルにあげて食卓に出すだけです。横には酢味噌を入れてスプーン

を添えた小鉢が一つ・・・ 
 葉がシャキッとしていますから、ご飯を包んで置いておける代物ではありません。

韓国の焼肉のようにその場で包んで口に運ぶしかありません。 
 何を包むかって言うと、『ごはん』を包むだけです。暖かい白いご飯です。昔はこ

れも麦飯だったわけですがね。 
 チシャの葉っぱを手にとって、『酢味噌』を塗って、自分のお茶碗から好きな分量

のご飯を乗せて、ちょっと折りたたんで口に運ぶのです。 
 大きな葉っぱですとうまく口に入りにくいものです。 
 おかずの無かった時代には主婦としてはありがたいものだったでしょうね。 
 今風に言えば『生野菜』は食べてくれるし…なんと言っても、『おかず無し』で茶

碗二杯くらいは食べてくれますからね。 
 だまされたと思ってやってみてください。わざわざ熊野まで来なくても、『サンチ

ェ』なら売っているでしょう。 
 買ってきたやつはしんなりしてしまっていると思いますから、少し前に水に浸して

『シャキシャキ』にしてから食べてください。酢味噌の味と『シャキシャキ感』で食

べちゃうのです。 
 そうそう、この前の『おさすり』に使う茨の葉っぱは下の写真のものです。直径

10ｃｍほどのものを使います。 

 
Tags:熊野市 熊野の味 昭和          by je2luz | 2007-06-16 10:35 


